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2 Dp-5 着用過程において発生するシームパツ
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カリングについて
恒蔵

　目的　衣料品は、購入してから着用後も安定して美しい外観を保つことが要求される。

この観点からシームパッカリングは一つの留意点となるが、購入直後は何も異常はみられ

なくても、着用中にシームパッカリングが表面化してくることがある。したがって縫製工

程においては、縫製直後の縫目の状態だけでなく、経時的な変化も考慮して縫製に関する

条件を設定する必要がある。特に着用において練り返される洗濯には充分な配慮が必要で

ある。本研究では洗濯操作がシームパッカリング発生とどう結びつくかを検討する。

　方法　試布は性状の異なる３種類の織物（綿、綿・ポリエステル混、ポリエステル）と

２種類の縫糸（綿糸、ポリエステル糸）を選択し、本縫いミシンにより張力を２段階に設

定し縫製した。縫製後、バキュームプレス台とアイロンを用い、水分を付与し縫目部分を

平滑化し生じたパッカリングを繍正した。これらのサンプルを常温水に浸せき、あるいは

家庭用洗濯機により洗濯操作を加え、脱水し自然乾燥した。縫製後、アイロン処理後、浸

せき・洗濯処理後のそれぞれの段階で、縫目の縫い縮み率の測定とパッカリングの視覚評
価を行った。

　結果　シームパッカリングはアイロンやプレスによって補正することが可能である。し

かし、このような対処法は一時的なものといえ、常温水に浸せきするだけでもかなり表面

化し、洗濯操作を加えた場合には、一層それが顕著であった。この洗濯によるパッカリン

グの発生を理解するために、試布や縫糸の挙動を別途モデル的に測定したが、ある程度パ
ッカリングの発生傾向を説明することができた。
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　目的　現在市販されている浴衣地の､縫い糸の種ma多いが、一般に浴衣地にふさわしい
縫い糸の強度についてその報告は見あたらない。そこで前報に続き。並み縫い用の糸の強
度および流れ目の程度が縫い目の品質に与える影響を検討し、浴衣地にふさわしい強度の

縫い糸を選発することを目的とする。

　方法　試料布は綿2
00％の浴衣地。手縫い糸は綿100％の糸5 種。ポリエステル100％の糸

２種の計7種と･し、縫い針はガス針1 0号を使用した。　縫い目の長さの条件は前報の結果
から表目4 M （よこ糸1 0本）に対して、裏目はよこ糸2本(0.8hb)から７本(2.8EE)

までの各本数ごとに試料布を作成した。引っ張り試験はグラブ法に基づいて行い。その模
様をビデオプリンタ_により観察し判定した。

　結果　1.縫い糸の強度（強度比）が増すと臨界点（破断線と破壊線の交差する点）は次第に上昇する傾向にある。ある一定の縫い糸の強度のところで臨界点は｡飽≫値に達する。

2.縫い糸の強度比は。実験結果の考､察により3.62から5.95の範囲が適当であると言える。
このことは臨界点のn ，（裏目の織り糸本数）が2‘*vら４の閲に相当する。この範囲により

縫い糸の強度が小さい時は。安全領域は広がるが極めて小さい荷重で縫い糸が切れる。ま
た強度が大きい時は. 傾斜角が90度よりわずかに少なくなっても浴衣地のよこ糸が破断し。
破断孔が生じ危険領域が広くなる。したっがて、強度比が適当な範囲(3.82～5.95)より

はずれるいずれの場合も縫い糸として不適当である。3, 以上のことから浴衣地を縫製す
る場合は、手縫い糸綿100% 2 8番２子糸が最も適しており、次いで手縫い糸綿iw％& 0

番３子糸が･ふさわしいことがこの実験結果から判明した。

183


